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◎起　　　立　　古川副ＳＡＡ

◎友情の握手　　古川副ＳＡＡ

◎点　　　鐘　　西田会長

◎開 会 宣 言　　古川副ＳＡＡ

ロータリーソング

　それでこそロータリー

◎ゲスト紹介 西田会長

◎会食

会長挨拶 西田会長

　高橋会員が言い出し

っぺです。５月の連休

明けに有志による小旅

行の計画があります。

今回の出張、仕事そっ

ちのけで、観光協会等

に行って各種パンフを

頂いて来ました。高知

の男は、いごっそーと

呼ばれ、頑固とか一徹

モンちゅうようなこと

で、あの人は、いごっ

そーやきに、そんなことゆーてもいかんきに（あいつは

頑固だから、そんなこと言ってもだめだから）というよ

うな人物のこと。女は「はちきん」はちきんとは、元気が

ようてサバサバしちょって太陽みたいに笑いよって、グ

サっとくることも、サラリと言いはなつ、そんな女やけ

んど、本当の優しさをちゃんと知ちゅう、それが「はち

きん」龍馬の乙女ねえちゃんも、はちきんやったと言わ

れています。

　僕の取引先のマエカワのタネにゴロゴロおるで、まあ…

もうちょっとばあ女らしくせな普通の男は手に負えん…

　昔は、ウエイトレスとソファの置かれたバーは、さほ

どよろこばれず、軒数も少なく、そこへゆくような酒徒

は酒徒のなかでも特殊なものとみられていた。盛大を誇

っているのは、飲み屋である。そこで働く女の人は、─

五合に一滴かけても勤められん、と言われた。最低五合

飲めると言うのが採用条件であったそうだが、ちかごろ

は求人事情が窮屈になっているため二～三合の者でも採

るそうである。それと、とにかく土佐人は議論好きであ

る。飲み屋の二階というのは、たいてい大座敷を屏風で

仕切ってあるだけで、となりの人たちの話がほとんどつ

つぬけである。「犬が利口か、猫が利口か」議論のたねは、

かならずしも、政治、経済、哲学でなくともよく、たね

がなければ、杯は大きい方がよいか、小さい方がよいか

ということで論じている。この頃は、このようなことは

少なくなって来ているが今でも酒はよう飲むよ。先日も

３人で一人平均五合の燗酒飲んできた。かつをも食べた。

にんにくも食べた。うつぼに、にろぎ、酒の肴沢山ある

でー。

　みなさん３泊４日の高知の旅に行きませんか。

　お申し込みは深澤幹事まで。お待ち申し上げます。

会務報告 深澤幹事

①ＲＩ2500地区ＩＭ

　３月14日（土）受付14:00

　場所：北海道ホテル

　〔特別講演〕

　・米山記念奨学会前事務局長

　　（東京北ＲＣ）坂下博康様

　・米山記念奨学生ＯＢ

　　ジャンチブ・ガルバドラッハ様

②３月31日（火）は休会といたします。

③例会終了後、定例理事会を開催

■創　立：1984年６月15日　■認証：1984年６月18日　■例会：毎週火曜日 12：30～13：30
■事務局：帯広市西３条南９丁目 帯広経済センタービル４Ｆ ℡0155-25‒7347　■会場：アパホテル帯広駅前

第1462回例会
平成27年２月24日㈫　於 アパホテル帯広駅前

S.Mori



ゲスト紹介 西田会長

十勝ロータリー奨学生　北翔大学３年 坂本　百代　様

十勝ロータリー奨学会カウンセラー

 （音更ＲＣ）田中　義博　様

ニコニコ献金 角親睦活動委員

毅西田会長：あたたかい２月でした。

このままでは終わらないでしょう

ねエ。

毅深澤幹事：こんなに暖かくて！ド

カーンと大雪が来ないことを祈り

ます。

毅大塚会員：今年度最後の担当例会

です。宜しくお願いします。

毅加藤雄樹会員：久しぶりにスキーに行って来ました。

目眩も無く快調でしたのでニコニコします。

毅角会員：年末の家族例会の写真をいただきました。あ

りがとうございました。

出席報告 高田出席委員長

月日 会員数 計算会員 出席者 出席率

1/6 41 37 30 81％

1/13 41 33 26 79％

1/20 41 35 29 83％

1/27 41 34 27 73％

プログラム 大塚ロータリー財団委員会

　過去２回の卓話では、ロータリー財団の歴史、寄付の

種類、資金の使われ方、或いは寄付に対するロータリー

財団の感謝の表しと寄付増進の為の認証ポイント制度、

最後に日本の寄付税制優遇措置

に付いて話を進めてきました。

　

　今回、財団への寄付がどの様

に使われているか、という事で

ＤＶＤを観てもらいます。内容

は１１年前、インドネシア沖地

震で大津波の被害を受けたスリ

ランカの小学校復興事業です。

学校再建に向けた現地ロータリアンと寄付活用の実態を、

映像を通じ皆さんに見て頂き、理解を進めて行きたいと

思っています。

　最後に、ロータリーには五大奉仕部門（クラブ奉仕・

職業奉仕・社会奉仕・新世代奉仕・国際奉仕）が有りま

すが、国際奉仕部門については留学生、職業研修生の受

入、派遣事業、国際交流事業などを行っています。それ

を支える財源として、会員の皆さんの寄付が大きな役割

を担っています。会員個々の中には、寄付金の使い道が

今一つ分からず、寄付に積極的になれないと、話される

方がおられます。ロータリアンとして、奉仕者として、

その役割を担う者として、今一度振り返り、協力に努め

るべきではないでしょうか？

次週のプログラム

３月３日（火）「ゲスト卓話」

担当：メディア委員会

㈲アドサイン 代表取締役 

電信通商店街 理事長　長谷 渉 様


